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い画家の上位 10 名は，古島松之助（89 枚），三迫星洲（55 枚），小室孝雄（39 枚），向井潤吉（35
枚），武 藤 夜 舟（32 枚），吉 田 初 三 郎（31 枚），今 村 嘉 吉（26 枚），高 橋 亮（25 枚），鶴 田 吾 郎（22













サインに記された制作年に基づき作品の数と活動の時期について表 1 のように整理する。表 1 から三迫
が中国大陸で活動していた時期は 1930 年代に限定され，作品がもっとも多いのは 32，33 年と 37 年頃
であることがまず分かる。1934 年の作品は 1 枚だけで，35 年の作品はまったくなかったので，本稿で
は，空白の 1935 年頃を境に，それ以前の活動期間を「前期」（31～34 年），それ以降の活動期間を「後




　1931 年 9 月には満州事変が起こり，中国東北地域が日本軍に占領され，




の派遣は 1937 年以降，特に 1938 年 4 月「国家総動員法」の制定，6 月陸軍
従軍画家協会の設立以降になるが，三迫が描いた中国大陸の絵葉書図版 55
























































　前期の作品リストを表 2 のようにまとめる。表 2 の配列基準は次の通りである。まず絵葉書の印刷パ
ターンによってグループ分けし，同じパターンの中では絵画の制作年順に配し，制作年不明のものは同
じパターンの最後に配し，同じ制作年の中では原則図 1 の地域別順に並べる。
表 2 　前期の絵葉書図版リスト（30 枚）
No
表面 裏面



















































































































































































































軍事郵便 POST CARD 東京神田栗本納
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　前期の絵葉書図版 30 枚のうち風景は 22 枚，戦闘画は 8 枚（No 14～21）である。そして戦闘画はい
ずれも 1932，33 年頃，つまり 1931 年 9 月の満州事変後の 2 年間の作品であることが分かる。
　No 1，No 2，No 5，No 6 の 4 枚はそれぞれ No 27，No 25，No 28，No 29 と同じ内容の風景画である
ことが発見された。No 2 と No 25 はまったく同一の作品だが，裏面の印刷文字の内容は異なる。No 2
は通常の郵便絵葉書だが，No 25 は軍事郵便である。一方，No 1 と No 27，No 5 と No 28，No 6 と
No 29 のそれぞれの絵画内容の間に類似性はきわめて高いが，サインと一部の色や筆跡が違うところも
見られる。No 27，No 28，No 29，No 30 のサインには皇紀が使われているが，皇紀 2591 年と 2592 年





　まず，No 1 と No 27 の図版を比較してみる。風景の内容（駱駝 5 匹の隊商と白い雲）はほぼ同じだ
が，No 27 は No 1 に比べ画面上部中央の雲が大きくなり，地平線がやや上がり，中景の駱駝が少し近
くなっている。No 27 の図版は No 1 の原画上部の青空の一部をカットした画面に少し加筆して出来た
のではないかと考えられる。画面中央下の緩やかな凹みとサインの位置関係を比較すると，No 27 のサ
インが No 1 のサインより少し上位に移動し，サインの部分を拡大すると，No 1（局部）と No 27（局
部）の図が示すように，No 1 のサインの色合いが背景の褐色と調和しているのに比べ，No 27 のサイ
ンは背景色と異なる黒褐色で書かれ，そして，No 27（局部）のサインの下には No 1（局部）のサイン
「S. MISAKO」と「1931」が塗りつぶされたような形跡が観察できる。つまり，No 27 の原画は 1931 年
頃一度発行された絵葉書の旧作 No 1 の原画を修正・加筆したものである可能性が高い。
　次に，No 5 と No 28 の図版を比べてみる。2 枚は，建物と人物の位置，雲の形や雪の痕跡など全体
として高度に一致していることが確認できる。しかし，サインが異なり，雲や積雪の細部の筆跡が微妙
に違うところも見られる。No 5 に比べ No 28 画面中央の地平線が低く，建物がより近く，No 28 の手
前の積雪のスペースが狭くなり，No 28 のサインの位置が No 5 のサインより庭の壁に近づいているこ
とが分かる。つまり，三迫が 1932 年の旧作底部のサインの部分を切り取り，画面に少し加筆を行い右
下に新たに皇紀でサインし直したことが明らかである。
















































　前期の作品が印刷された絵葉書 30 枚中 21 枚の裏面には英語で「POST CARD CORRESPONDENCE 
ADDRESS」と印刷され，そのうち 9 枚の下段に「Made in Japan」と明記されている。このことか
ら，これらの絵葉書は当時観光や海外への輸出用で，国内向けや軍事郵便専用ではないことが分かる。
彼が前期の 1932 年頃すでに従軍画家という身分で活動していたかどうかはまだ断定できないが，前期
No 1（3） No 27
No 1（局部） No 27（局部）
No 5 No 28
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の絵葉書に 8 枚の戦闘画が含まれることは従軍の可能性を示唆している。前期作品が使用された絵葉書
に朱印の「軍事郵便」が印刷されたものは 9 枚見つかり，前述のようにそのうちの 4 枚は，「陸軍恤兵
部発行」と明記され 1937 年以降に大量に発行された軍事郵便用絵葉書と同じパターンになっている。
　以下は前期作品図版の一部（風景画 4 枚，戦闘画 4 枚）を紹介する。
No 4 No 6
No 9 No 13
No 15 No 17
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4. 2　後期（1936，37年）
　三迫星洲が 1936，37 年頃に活動していた時期の作品リストを表 3 のようにまとめる。戦前の絵葉書
に反映された後期の作品図版は，前期の作品に比べ次のような特徴が見られる。





　（2）表 3 の画題の表現内容からも分かるように，後期 25 枚の作品はすべて風景画である。「従軍画
家」と明記されていない前期の作品に戦闘画が含まれているのに比べ，後期つまり大規模な日中戦争が
始まる年に「従軍画家」と明示した絵葉書の作品図版には戦闘・戦場の絵は 1 枚も描かれていない。こ















No 18 No 19
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表 3 後期の絵葉書図版リスト（25 枚）
No
表面 裏面






























































































































　三迫が後期に描いた風景画の地域分布は，北京（12 枚），天津（5 枚），内蒙古（4 枚），張家口（2
枚），山西（2 枚）となっている。以下 25 枚の中から 8 枚（北京 4 枚，天津 2 枚，山西 2 枚，内蒙古，














































No 31 No 33
No 39 No 40
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　（1）「S. MISAKO 1917」サイン入りの油彩と見られる風景画の原画図版（1 枚），朝鮮民族衣装をま
とった少女たちが山の斜面で花を摘む風景（図 2，図 3 参照）。この 1 枚は朝鮮半島か中国東北朝鮮族
地域の風景と推定され，三迫が 1910 年代に描いた唯一の作品情報となる（4）。この作品の存在により三
迫の洋画創作の期間が少なくとも 30 年間に渡ることが分かる。それにより彼の年齢に関するおおよそ
No 41 No 42
No 50 No 52
No 54 No 55
12
の類推も可能となる。図 2 は 10 歳代の作とは考えにくいので，かりに図 2 を描いた時の彼が若く 20 歳
代後半か 30 歳代前半だと仮定すれば，1937 年頃彼は 50 歳前後になり，終戦（1945 年）頃には，もっ
と高齢だった可能性もあるが，60 歳前後になっていただろう。
図 2 図 3
　（2）「S. MISAKO 1934」サイン入りの絵葉書図版（7 枚），東南アジアの風景。太平洋戦争が始まる
7 年前なので，従軍画家というより，一風景画家として 1934 年の春以降彼が中国東北地域での活動を
終え，東南アジアを訪れた時に描いたのではないかと推測される。これらの図版は以上で議論した中国
大陸における前期と後期の間の活動内容の一部を示すものとなる。図 4 と図 5 はその内の 2 枚「カノー
に乗って―南洋」と「海亀の捕獲―南洋」である。
図 4 図 5
　（3）「S. MISAKO 1939」サイン入りの絵葉書図版（10 枚），台湾風景。これらは日中戦争勃発後，つ
まり彼が中国大陸での後期の従軍活動を中止した後の活動を示す証拠の 1 つとなる。図 6 と図 7 はその
内の 2 枚「南庄の獅子頭山」と「竹筏の舟の四手網（日月潭）」である。
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不明だが，写真 2 は『新満州国写真大観』（野間清治編大日本雄弁会講談社 1932 年 159 頁）に掲載されたもの
である。
（ 2 ）『社団法人満蒙文化協会会員名簿』（1926［昭和元］年），『満洲芸術壇の人々』（西創生 1929［昭和 4］
年），『社団法人満州文化協会会員名簿』（1937 年）はいずれも加賀登等（1999）に収録される。
（ 3 ）本論中の図はすべて絵葉書の余白をカットし，図版と文字の部分のみ提示する。
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